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令和４年５月 11日 

学校図書館司書 

 4/23～5/12は こどもの読書週間です 

４月、全校 141名のみなさんの通学が始まり、もうすぐ 1か月が過ぎようとしています。学校生活に

も慣れてこられたころでしょうか。図書ラウンジでは、YS（やまぶきサポーター）の方々にもたくさん

お手伝いいただき、おかげさまで４月 15日（金）に開館式を執り行うことができました。翌週 18日（月）

から貸出を開始し、こどもの読書週間の現在、多くの子どもたちで賑わいを見せています。人気の本は

鉄道図鑑、次いで音の出る絵本やおしりたんていなどの読みものです。これから子どもたちが図書ラウ

ンジでたくさんの本と出合うことができるよう、本にまつわる様々な取組に挑戦して参ります。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

 

Vol.1 

図書ラウンジを案内します！ 

のりもの・スポーツ 

本を借りたり返したりするときは、

カウンターに来るぶ～ 

えほん 

中庭 

アンパンマン・のんたん など 
１階エントランス 

からだ 

ボラン

ティア 

こころ 

でんき 

せかい

のくら

し  

など 

ぶんが

く 

ことば 

など 

しかけ

えほん 

階段の下には新しい本 だぶ 

図書ラウンジに来たらのぞいてぶ～ 

自然について

知りたいとき

はこの棚を 

さがすぶ～ 

～図書ラウンジってこんなところです～ 

としょだより 

ソファ ソファ 

廊下 



「小公子
しょうこうし

」（しょうこうし：何度
な ん ど

もアニメ
あ に め

やドラマ
ど ら ま

になっています。「リトル
り と る

 プリンス
ぷ り ん す

」という

題名
だいめい

の映画
え い が

になったりもしています。作者
さくしゃ

はバーネット
ば ー ね っ と

夫人
ふ じ ん

という方
かた

で、1886年
ねん

に書
か

いた児童
じ ど う

むけ

小説
しょうせつ

です。1886年と言うと日本
に ほ ん

は明治
め い じ

時代
じ だ い

です。長
なが

く読
よ

みつがれていますね。）                   

 

 

校長
こうちょう

  丸岡
まるおか

 惠
けい

真
しん

 

  

  

                                 

井手
い で

やまぶき支援
し え ん

学校
がっこう

の「図書
と し ょ

ラウンジ
ら う ん じ

」を皆
みな

さんはどう思
おも

いますか。図書
と し ょ

の樋口
ひ ぐ ち

先生
せんせい

にいっぱいおもしろい本
ほん

を教
おし

えてもらって楽
たの

しんでくださいね。 

さて、私
わたし

が本
ほん

を好
す

きになったきっかけの本
ほん

を紹介
しょうかい

したいと思
おも

います。 

小学校
しょうがっこう

の低学年
ていがくねん

の頃
ころ

から、夜
よる

、床
とこ

に入
はい

って、どのくらいの時間
じ か ん

だったんでしょうか、

毎日本
まいにちほん

を読
よ

んで寝
ね

るのが習慣
しゅうかん

になっていました。少年
しょうねん

少女向
しょうじょむ

けの世界
せ か い

のいろいろなお話
はなし

がいくつかつまった本
ほん

を一冊
いっさつ

ずつ買
か

ってもらっていました。お母
かあ

さんとの約束
やくそく

はその一冊
いっさつ

を読
よ

んだら次
つぎ

の本
ほん

を買
か

ってあげるという約束
やくそく

で、それを楽
たの

しみに読
よ

んでいたところがありますが、もちろん本
ほん

がおもしろかったから読
よ

んでいたのです。その

きっかけになった本
ほん

は、・・・。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ あらすじ ＞ 

時
とき

は 1880年代
ねんだい

の半
なか

ば、ところはアメリカ
あ め り か

・ニューヨーク
に ゅ ー よ ー く

の下町
したまち

。その町
まち

に住
す

む少年
しょうねん

セドリック
せ ど り っ く

は優
やさ

しいお父
とう

さんお母
かあ

さんや下町
したまち

の友達
ともだち

に囲
かこ

まれ、楽
たの

しい生活
せいかつ

を送
おく

っていた。 

しかし、セドリックのお父
とう

さんが亡
な

くなってしまう。お父
とう

さんの死
し

を知
し

ったセドリック
せ ど り っ く

のおじいさんドリンコート
ど り ん こ ー と

伯爵
はくしゃく

はセドリック
せ ど り っ く

を跡継
あ と つ

ぎにするため、イギリス
い ぎ り す

に連
つ

れて来
く

る。 

おじいさんドリンコート
ど り ん こ ー と

伯爵
はくしゃく

の方針
ほうしん

でお母
かあ

さんとも離
はな

れ離
ばな

れに暮
く

らさなければならな

かったセドリック
せ ど り っ く

が、その持
も

ち前
まえ

の明
あか

るさと思
おも

いやりで、頑固
が ん こ

で人
ひと

を寄
よ

せ付
つ

けないおじい

さんの心
こころ

を溶
と

かしていく。 

おじいさんを変
か

えていくセドリック
せ ど り っ く

のすばらしさに感激
かんげき

します。 

 

“読書と私（どくしょとわたし）” 

“いずれの人にもすべて、その人の本を” 

“いずれの本にもすべて、その読者を” 

このことばは、1892年から 1972年まで生きた、インドのランガナタンとい

う人のことばです。「図書館学の五法則」とよばれ、ほかにも 3つの法則があ

ります。図書館の仕事の土台になっています。 

子どもたちひとりひとりが本との良好な関係をむすぶサポートをします。開

校前にも大変お世話になりましたが、今後も YS（やまぶきサポーター）など

でお力をお借りできれば幸いです。よろしくお願いいたします。 

 

学校図書館司書  樋口 千佳味（ひぐち ちかみ） 

 

 

お気に入りの一冊です。 

次のおたよりでくわしくご紹介

できればと思います。 


